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計画 （Ｐ５） 進捗状況 

 

 
１．甲賀市総合計画重点施策に示されている目標 

指標
策定時

平成18年度
(2006年度)

目標
平成28年度
(2016年度)

進捗状況
平成26年度
(2014年度)

まち美化活動参加団体 58団体 160団体 87団体

家庭版ＩＳＯ認定世帯数 80世帯 1,200世帯 121世帯

生ごみ堆肥化事業の参加世帯数 約17％
(約5,500世帯)

約60％
(20,000世帯)

約26％
(8,809世帯)

太陽光発電導入（公共施設） 25kW
(平成17年度)

200kW 101kW

太陽光発電導入（個人）世帯数 約600世帯
(平成17年度)

約1,700世帯 約2,250世帯
(平成25年度末)

コミュニティバスの年間乗客数 67万人
(平成17年度)

80万人 62.0万人

信楽高原鐵道の年間乗客数 約54万人
(平成17年度）

65万人 45.1万人

ＪＲ草津線市内駅の年間乗客数 273万人
(平成17年度）

400万人
266万人
(平成25年)

市全体の水洗化率 74％ 90％ 85.3%

高速バスストップ整備後の年間乗客数 未整備 4,000人 3,557人
 

 
２．その他の基準・目標値 
「甲賀市の環境概要」P6～P10参照 
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計画 （Ｐ６） 進捗状況 

 

（３）環境保全協定 
平成 25度（2013年度）工業統計調査結果によれば、甲賀市内では 363社の事業者（従業

員数 4人以上で製造業を行う事業者）が立地しています。 
策定時 

平成 18 年度 
目標 

平成 28 年度 
進捗状況 
平成 26 年度 

事業者数 366社 450社 363社＊ 
環境保全協定締結数 119社 225社 158社 
締結率 32.5％ 50％ 43.5％ 
＊H26工業統計調査が公表される前のため、H26実績はH25工業統計調査により締結割合を算出。 

 
（４）ごみの排出量 

 平成 15年度 平成 26年度 増減量 増減率 
排出量 29,823 t 29,897 t 74 t 増 0.25 % 増 
（人・日）   876 g   885 g  9 g 増 0.03 % 増 

ごみの再資源率 
 平成 15年度 平成 26年度 

再資源化率 14.2 % 26.4 % 
（一般廃棄物処理実態調査 総資源化量(直接資源化量+中間処理施設資源化量)÷家庭系ごみ量＊100） 

 
（５）こうか流新エネルギー 重点プロジェクト（目標値は改定版（H23.3）による） 

内容 
策定時 

平成 17年度 
(2005年度) 

導入目標 
平成 27年度 
(2015年度) 

進捗状況 
平成 26年度 
（2014年度） 

太陽光発電の庁

内率先導入 
25kW 

 
200kW 101kW 

ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ 
自動車の庁内率

先導入 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車：5台 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ 2台 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 15台 
天然ｶﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ誘致 
天然ｶﾞｽﾊﾞｽ 3台 
ＢＤＦ利用 
電気自動車導入 1台 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ 0台 
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車 19台 
天然ｶﾞｽｽﾃｰｼｮﾝ 未 
天然ｶﾞｽﾊﾞｽ 0台 
ＢＤＦ利用 未 
電気自動車導入 未 

燃料電池の庁内

率先導入 
なし 庁舎用ｺｰｼﾞｪﾈ導入 

水素ｽﾃｰｼｮﾝ誘致 
未実施 

太陽光発電の個

人住宅導入 
2,072kw(547世帯) 
05/9末現在 
：関西電力資料 

6,000kw 
(1,650世帯程度) 

（2,264世帯）H24末
※太陽光受給契約件数

（事業所含む） 
H26年度末 
46,500kW（3,275件）

太陽光発電の市

民共同発電 
なし 試験導入 1箇所 なし 

※H24年度末で国の住宅用太陽光補助制度が終了したことに伴い、一般家庭での設置数の把握が
できなくなっています。 
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計画 （Ｐ７） 進捗状況 

 

 

内容 
策定時 

平成 17年度 
(2005年度) 

導入目標 
平成 27年度 
(2015年度) 

進捗状況 
平成 26年度 
（2014年度） 

太陽光発電の民

間事業者導入 
1.3%程度(ｱﾝｹｰﾄ) 
150kw(推定) 

650kw 
市内全事業所の 5% 
(130事業所) 

※太陽光受給契約件数

（事業所含む） 
H26年度末 
46,500kW（3,275件）

廃食油 BDF 13,790㍑(1月末現在) 50,000㍑ 24,150㍑ 
木質ﾊﾞｲｵﾏｽ 156 ? (2月末現在) 

〔甲賀郡森林組合熱利

用施設〕 

地場産業への木質ﾊﾞｲｵ

ﾏｽ応用利用検討 
木質エネルギー活用に

向けた協議会を設立

（H26年度） 
ｴﾈﾙｷﾞｰ作物の作

付け 
0.93ha(2005年度) 12ha（市内生産調整水

田面積の 1%） 
― 

食品ﾊﾞｲｵﾏｽ 全量堆肥化利用 
市内家庭の 2割 

市内家庭の 5割 市内家庭の約 26％ 
（8,809世帯） 

温度差熱利用 なし 試験導入の実施 未実施 
信楽焼廃熱 
利用（省エネ） 

なし 重点調査の実施 未実施 

大型風力発電 ０kw 20,000kw 民間導入に向けた協議

を実施 
ﾏｲｸﾛ風力発電 ０kw 60kw 

(0.4kw×150箇所) 
未実施 

農業用水路ﾏｲｸﾛ

水力発電 
なし 試験導入 湧水水路におけるマイ

クロ水力発電導入 
※市補助金活用 

小型風力発電 なし １基 60w 未実施 
太陽光発電園路

灯 
なし 10基 500w 未実施 

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ型(太陽
光・風力)発電施設

なし 
H20は水口中学校他に
設置されている 

2基 600w 未実施 

木質ﾊﾞｲｵﾏｽ利用 既存施設あり 熱利用検討 実施可能性調査を実施

（かもしか荘） 
木質エネルギーの活用

に向けた協議会設置 
雨水利用施設 既存施設あり 耐震性貯水槽 100 ?  未実施（小規模な雨水

タンクは設置） 
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計画 （Ｐ８） 進捗状況 

 

 
（６）ラブアースこうか 

（甲賀市地球温暖化対策実行計画：平成 19年(2007年)3月策定） 
基準年度 平成 17年度（2005年度） 達成状況 平成 23年度（2011年度） 

4,854 t-CO2 
（H17度排出係数） 4366.5 t-CO2 10% 削減 
（当該年度排出係数） 4034.7 t-CO2 16% 削減 

 
 

計画終了に伴いラブアースこうか 2012を策定（平成 24年 3月策定） 
前期計画では対象（範囲）外としていた上下水道施設、小中学校、指定管理施設を対象に加え

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
基準年度 平成 22年度

（2010年度） 
目標年度 平成 28年度 

（2016年度） 
進捗状況 平成 26年度 

（2014年度） 

10,680 t-CO2 9,612 t-CO2 
（H22排出係数） 9,787 t-CO2 8% 削減 
（当該年排出係数） 14,535 t-CO2 36% 増加

 

 ラ ブ ア ース こ う か２ ０ １ ２ の対象範囲

 前計画の対象範囲

 甲賀市の事務事業
 市管理

 右記を除く

 公立学校

 指定管理施設

 上水道施設

 下水道施設
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計画 （Ｐ２４） 進捗状況 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 環境に特化するものではなく、環境の視点を踏まえて実施している講座が多いことから、環
境学習講座の開催実績は把握できていません。 
例）保育園における親子活動でのリサイクル資材を使った工作 
 

・ 生活環境課では、次代を担う子どもたちをメインに、エコライフ講座やエコフェスタにより
環境学習の場を設けています。また、参加児童、保護者へのアンケート調査を実施し、ニーズ
の把握に努めています。 
 
【生活環境課主催の環境学習及び参加者数】 

 基準年 H21年度 進捗状況 H26年度 
開催回数 4回 6回 
参加者数 1,412人 1,674人 

H21年度比 ― +18% 
 
 
平成 26年度 エコライフ講座 
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計画 （Ｐ２５） 進捗状況 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・環境に関する啓発や講座の開催などを広報あいこうかに掲載しています。 
・環境に関する興味が低い市民に対する啓発方法が課題です。 

 
【広報紙掲載回数（環境に関する記事掲載）】 

平成 21 年度 
（2009 年度） 

平成 24 年度 
（2012 年度） 

平成 26 年度 
（2014 年度） 

23 回（号）掲載 22 回（号）掲載 24 回（号）掲載 
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計画 （Ｐ２７） 進捗状況 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 平成 22 年度と平成 25 年度に広報掲載や市が把握する環境団体に周知するなど、登録の募集
を行っています。 
市内の環境関連団体に対しヒアリング調査を実施したところ、環境団体はそれぞれ主体的な活

動をしている一方で、構成員の高齢化や後継者の不在といった課題も持っており、何かをしたい、
仲間がほしいといった意識の一方で、主体性や融通性を束縛されることは望んでいないことが明
らかになりました。 
このことから、賛同いただける団体に登録をいただき、データベース化している状況であり、

活用方法については今後検討が必要です。 
 
【環境ネットワーク制度】 

平成 22 年度（2010 年度） 

登録制度開始 

 
 

広報あいこうか（H22.4.1） 
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計画 （Ｐ２８） 進捗状況 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 平成 22年にプロジェクトチーム員を募集するも、若干名の応募にとどまったことから、組織
化には至っていません。組織の在り方について検討が必要と考えています。 
 
 
広報あいこうか（H22.6.1） 
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計画 （Ｐ３０） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 平成 26年度に「民官産学による「いきものみっけファーム」元気プロジェクト」、平成 26・

27 年度に「ホタルの飛びかう水辺づくり、竹炭を使って河川水質改善事業」を市民団体と協働
で実施し、河川の水質改善や生態系保全を進め、市民の環境学習の推進に努めています。 
 
○民官産学による「いきものみっけファーム」元気プロジェクト 

環境保全型農業による生物の多様性の保全と温暖化防止の啓発につながる暮らし再発見、6
次産業化による地域活性化を進める。 

○ホタルの飛びかう水辺づくり、竹炭を使って河川水質改善事業 
湧水地域を蛍が住める環境に改善するため、竹炭を投入して水質の浄化を図る。 
竹炭の作成は、地域内の放置竹林を利用し、将来的に里山再生事業へと広げていく。 
また、環境学習会、取り組みを紹介する広報活動などにも取り組んでいく。 

 
 



 
計画 （Ｐ３１） 
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【現状】 
・ 新名神高
しています
 

大気観測所

進捗管理 

高速道路の大気観測ならびに市内 5 箇所に
す。 

所（池田） 

において、大気観測を実施し、継続的に監

 

監視
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計画 （Ｐ３２） 進捗管理 
 
 
 
 
 
【現状】 
・ 緑のカーテンを普及するため、公共施設への取り組み拡大を進めるとともに、平成 25年には
市民へゴーヤの苗や種を配布し、取り組み啓発を行いました。 

・ また、啓発効果の高い小中学校に雨水タンクを設置し、次代を担う子どもたちに取り組みを
周知しています。（平成 25年度 設置を希望する 11校および市役所水口庁舎へ設置） 
 
 
H25.5.10 苗無料配布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑のカーテン（水口庁舎） 
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計画 （Ｐ３３） 進捗管理 

 

 
市内小学校緑のカーテン、雨水タンク 
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計画 （Ｐ３６） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 環境保全協定は、158社（43.5％）の企業と締結しています。 

 
・ 甲賀市景観条例（平成 24年 4月 1日施行）を施行し、建築物の形態や素材、色彩、敷地の緑
化等を審査し、場合により指導を行うなど、景観に配慮したまちづくりに努めています。 
平成 25年 1月には、景観基本計画を策定し、計画に掲げる景観形成の方針や基準に基づき、

市民及び事業者と協働して、市民共有の財産である美しい景観の保全や創造を総合的かつ計画的
に進めています。 
また、現状は滋賀県屋外広告物条例に基づく規制ですが、甲賀市屋外広告物条例をH27年 12

月に施行することとなっており、景観に配慮したまちづくりを目指しています。 
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計画 （Ｐ３７） 進捗管理 
 
 
 
 
 
【現状】 

まち美化活動登録団体数 
H22 H23 H24 H25 H26 

78団体 82団体 85団体 87団体 87団体 
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計画 （Ｐ３８） 進捗管理 
 
 
 
 
 
【現状】 
・ レンタサイクルは、ＪＲ貴生川駅以東（貴生川駅・甲南駅・寺庄駅・甲賀駅・油日駅）並び
に信楽高原鐵道信楽駅に整備しています。（市内ＪＲ各駅からのサイクリングマップを作成済
み（滋賀県草津線複線化促進期成同盟会事業）） 

・ また、近江鉄道市内各駅並びに信楽高原鐵道（貴生川駅除く）から車内に自転車を持ち込め
るサイクルトレインを実施しています。 

・ 公共交通利用促進のため、市内すべてのバス・鉄道の時刻表に接続時間を記載した「甲賀市
公共交通連携時刻表」や「公共交通マップ」の作成、フリー乗車券の販売など、利用促進に努
めています。 
 また、車両を環境配慮型低床バスや小型車両に更新するなど環境配慮に努めています。 

・ 環境配慮型社会及び公共交通利用促進を図るため、全市職員を対象に「あいこうかエコ通勤」
を実施しています。 
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計画 （Ｐ３９） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 新規立地企業や事業場への立ち入り調査時において、環境保全協定締結に向けた協議を行い、
ご理解いただける企業には自主的な規制等を盛り込んだ協定を締結いただいています。（平成 26
年度末 158社） 
 

・ 甲賀市エコフェスタにおいて、市内企業に参加・出展いただき、市民に対する環境啓発に努
めていただいています。 
 
 
H27甲賀市エコフェスタ 
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計画 （Ｐ４０） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 市内自動車教習所の協力により、エコドライブ講習を実施していましたが、参加者が少なく、
また滋賀県等も同様の講習を実施されていることから、平成 24年以降は実施していません。 
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計画 （Ｐ４４） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 平成 21年度に「ごみ事典」を発行・市内全世帯に配布し、ごみの分別、再資源化に努めてい
ます。 

・ 平成 21年度から、市内全域において廃プラスチックの分別回収を始め、固形燃料として再資
源化を図っています。 
 

・ 地域の要請に応じて、「ごみの分け方・出し方」や「生ごみ堆肥化循環システム」に関する出
前講座を実施しています。 
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計画 （Ｐ４５） 進捗管理 
 
 
 
 
 
【現状】 
・ 分別された廃食油は、ＢＤＦに再資源化し、パッカー車や事業所内の発電機に利用されてい
ます。 

 
・ 生ごみ堆肥化事業への参加世帯数の伸びが鈍化しており、平成 25年度に参加要件の見直しを
行い、参加しやすくなるよう努めていますが、今後より一層の啓発が必要と考えています。 
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計画 （Ｐ４６） 進捗管理 

 
 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 市内に豊富に存在する森林資源のエネルギー活用に向けた仕組みを検討するため、市内林業関
係機関（者）や再生可能エネルギーに関心のある企業、学識経験者、関係行政機関による協議会
を設立し、協議を実施しています。 
 
 
 
甲賀市木質エネルギー活用検討協議会 イメージ図 
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計画 （Ｐ４７） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ 市民団体と協働でライトダウンキャンペーン（キャンドルライトコンサート）を開催してい
ます。使用するキャンドルは、廃食油を再利用して作成されたものを使用し、参加者にライト
ダウンとエコキャンドルを PRしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H27年度 キャンドルライトコンサート 
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計画 （Ｐ４８） 進捗管理 

 

 
 
 
 
 
【現状】 
・ インターネットや携帯端末の普及により、紙媒体にこだわらない手法の検討が必要と考えて
いますが、実施には至っていません。 

 


